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「蒲原宿」について 
江戸時代、江戸と京を結ぶ主要道として東海道

は本格的に整備されていきました。当時の東海道

は、大名行列や旅人の往来により活気に溢れまし

た。この東海道には全部で53の宿場があります。

静岡市には東側から順に蒲原、由比、興津、江尻、

府中
ふちゅう

、鞠
まり

子
こ

の６つの宿場があります。そもそもこ

の宿場とは、江戸時代に文書や荷物を運ぶ中継地

点として整備され、利用されたのが始まりです。飲食店や遊興施設などが次々と生まれ、宿場

のある集落は発展しました。 

さて、蒲原宿は江戸から数えて15番目の宿場になります。本陣、

脇本陣、問屋場
と い や ば

、高札場
こうさつば

や旅
はた

籠
ご

屋
や

、商家が置かれ、江戸時代には、

50件近くの旅
はた

籠
ご

を持つ宿場となりました。 

蒲原には当時の町割りと木戸の位置が今でも残っています。木戸

は、江戸時代の宿場の入口です。町役人が朝６時に木戸口を開け、

夜10時に閉めていました。宿場の治安維持と通行人の監視を行う

ことで、宿場が静かに暮らせるようにしていました。木戸は見附
みつけ

と

呼ばれることも多いのですが、蒲原宿の場合は木戸と呼ばれており、

「東木戸跡」と「西木戸跡」があります。 

最初の宿場は海岸に近い場所に作られました。しかし、元禄
げんろく

12 年８月 15日の大津波によ

り、宿場の総戸数の３分の１にあたる、およそ 100軒が流されてしまいました。それから２

年後に山側を新しい宿場としました。明治・大正時代には、江戸時代の構造を残した多くの民

家が建て替えられました。今でも多くの古民家が現存し、その名残をとどめており、古い町並

みが当時の街道を思わせます。旧東海道の面影が残るレトロな街並みを見に、ぜひ、散策にい

らしてください。 



静岡市外へ転出される方 

図書館カードと借りている資料を忘れずにご返却ください。 

市内で転居される方 

住所等の変更手続きが必要となります。お近くの図書館にお申し出ください。 
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